
 

収蔵資料展「頌栄短大植物標本コレクション 

～ そんなに集めてどうするの？～ 」の開催について 

 

１ 主 旨 

  頌栄短大植物標本コレクションは、植物さく葉標本２５万点からなる一大コレクションです。なぜそん

なに大量の標本が必要なのかと思われる方もいらっしゃるかもしれませんが、標本を長年蓄積することで

わかること、見えてくることがあります。今回の企画展では世界に１点しかない貴重な標本や日本から絶

滅した植物標本等、コレクション中で特に貴重な標本を展示する他、標本を沢山集めて何が明らかになる

のか、わかりやすく展示します。 

 

２ 展示概要 

(1)期   間：令和２年８月１日（土） ～ ９月１３日（日） 

 

(2)場   所：兵庫県立人と自然の博物館 ４Ｆひとはくサロン 

 

(3)展示される注目すべき標本の一部 

・日本で絶滅したタカノホシクサ 

・夏休みの自由研究が新種発見につながった 

ホソバ（シジミ）ヘラオモダカ 

・１００年前に神戸市で採集されたオキナグサ 

・世界で1点、コウベタヌキノショクダイ 

・全国各地から採集されたブナ標本の葉形に見る地理的変異 

・日本で最も早く採集された帰化植物（アメリカタカサブロウ） 

・希少種サイコクイボタノキの標本と近縁の普通種イボタノキ  他、植物標本約９０点 

  

３ 関連セミナー  

タイトル 種別 開催日 申込 

頌栄植物標本コレクション：どうしてそんなに集めたの？ 一般 7/12 (日) 要 

光合成をやめた植物「従属栄養植物」の新種発見と生態解明 一般 7/23 (木) 要 

標本のミカタ「頌栄植物標本コレクション」 オープン 8/9 (日) 不要 

頌栄植物標本コレクション見学ツアー オープン 9/5 (土) 不要 

    ※セミナーの申し込みは生涯学習課(０７９－５５９－２００２)まで 

    

 ４ 記者プレビュー  令和２年７月３０日（木） １４：００～（於：県立人と自然の博物館） 

 

５ 担   当  兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境評価研究部 主任研究員 高野温子 

 

６ 問い合せ先  兵庫県立人と自然の博物館 生涯学習課 

〒６６９－１５４６ 三田市弥生が丘６丁目 

電話：０７９－５５９－２００２ ＦＡＸ：０７９－５５９－２００７ 

作 成 年 月 日  令 和 ２ 年 ７ 月 2 7 日  

作 成 部 局  教育委員会事務局社会教育課  

オキナグサの標本 






